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●唐津市ホームページ  http://www.city.karatsu.lg.jp

●男  57,845人（-43人）
●女  64,966人（-47人）
●世帯数  50,664世帯（-28世帯）

人口 （10月１日現在）

122,811人 （前月比－90人）
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県内唯一の武家浮立を奉納
（厳木町：広瀬浮立）

※�表紙は、9月9日（日）の八
はち

幡
まん

神社での奉納の様子。
9月23日（日・祝）の宮

みや

地
ち

嶽
だけ

神社での奉納は、7ペー
ジの市民リポーターの記事をご覧ください。



11
月
11
日
開
催

消
防
ふ
れ
あ
い
広
場

　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し

て
い
ま
す
。ま
た
、イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
は
消

防
車
デ
ザ
イ
ン
の
ペ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
11
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
北
波
多
中
央
広
場

　
　
　
　

(

北
波
多
徳
須
恵)

※�「
北
波
多
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
」

と
同
時
開
催

体
験
イ
ベ
ン
ト

◆
は
し
ご
車
試
乗

◆
煙
体
験
ハ
ウ
ス

◆
模
擬
消
火
体
験

◆
子
ど
も
用
消
防
服
試
着
体
験

※�

悪
天
候
で
中
止
す
る
場
合
は
、チ
ャ
ン

ネ
ル
か
ら
つ
（
テ
レ
ビ
：
12 

ch
）
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
午
前
７
時
30
分
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
31
年
４
月
１
日
開
始

違
反
対
象
物
の
公
表
制
度

違
反
対
象
物
の
公
表
制
度
と
は
？

　

建
物
を
利
用
す
る
人
が
、自
ら
利
用
す

る
建
物
の
火
災
危
険
性
に
関
す
る
情
報
を

入
手
し
、そ
の
建
物
の
利
用
に
つ
い
て
判

断
で
き
る
よ
う
に
、消
防
署
が
立
入
検
査

の
際
に
発
見
し
た
重
大
な
消
防
法
令
違
反

を
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。

公
表
の
対
象
に
な
る
建
物
は
？

　
集
会
場
、飲
食
店
、物
品
販
売
店
、旅
館
、

ホ
テ
ル
、病
院
、福
祉
施
設
な
ど
、不
特
定

多
数
の
人
が
利
用
す
る
消
防
法
令
上
「
特

定
防
火
対
象
物
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
建
物
が
対
象
で
す
。

公
表
の
対
象
と
な
る
違
反
内
容
は
？

　
消
防
法
で
建
物
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
消
防
用
設
備
（
屋
内
消
火
栓
設

備・ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備・自
動
火
災
報

知
設
備
）
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
重
大
な

法
令
違
反
が
対
象
で
す
。

公
表
の
時
期
は
？

　
消
防
署
が
立
入
検
査
で
重
大
な
消
防
法

令
違
反
を
発
見
し
、建
物
関
係
者
に
違
反

を
通
知
し
た
日
か
ら
14
日
が
経
過
し
て

も
、そ
の
違
反
が
継
続
し
て
い
る
場
合
に

公
表
し
ま
す
。ま
た
、公
表
は
違
反
の
内
容

が
改
善
さ
れ
る
ま
で
継
続
し
ま
す
。

　

な
お
、公
表
は
平
成
31
年
４
月
１
日
以

降
に
実
施
す
る
立
入
検
査
で
違
反
を
発
見

し
た
建
物
か
ら
順
次
掲
載
し
ま
す
。

公
表
の
内
容
は
？

◆
建
物
の
名
称　
◆
所
在
地

◆
違
反
の
内
容　
◆
そ
の
他（
公
表
日
な
ど
）

※�

火
災
の
危
険
性
に
関
す
る
情
報
の
み
。

個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

建
物
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ

　

公
表
制
度
に
該
当
す
る
違
反
対
象
物

は
、無
届
け
の
増
築
や
接
続
ま
た
は
テ
ナ

ン
ト
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
よ
る
用
途
変

更
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。建
物
に
よ
っ
て
は
、

内
装
の
変
更
で
も
違
反
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
変
更
を
検
討
し
て

い
る
場
合
は
、事
前
に
最
寄
り
の
消
防
署

ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

これからの季節は
火災に気をつけましょう!!

屋内消火栓
設備

自動火災報知設備

スプリンクラー
設備

問消防本部予防課（☎７２ー４１４９）

唐
津
市
消
防
本
部
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
じ
ゅ
う
け
い
キ
ン
グ
」

平
成
30
年
２
月
に

配
備
さ
れ
た
最
新
鋭
の

大
型
は
し
ご
車
で
す
！

会
場
で
待
っ
て
る
よ
!!
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平
成
30
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
消
防
本
部
が
指
定
す
る
小
学
校
の
４
年

生
、５
年
生
と
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
か
ら
応

募
の
あ
っ
た
２
５
４
点
の
中
か
ら
、入
選

作
品
30
点
を
展
示
し
ま
す
。平
成
30
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語「
忘
れ
て
な
い
？�

サ

イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」
に
あ
わ
せ

て
、子
ど
も
た
ち
が
自
由
な
発
想
で
表
現

し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

過去10年間の火災件数の推移

２年連続増加中!!

小学４年生の部／最優秀賞
中
なか

山
やま

颯
そう

士
し

さん（納所小学校）
小学５年生の部／最優秀賞
浦
うら

川
かわ

小
こ

晴
はる

さん（七山小学校）
少年消防クラブの部／最優秀賞
才
さい

田
た

優
ゆう

花
か

さん（鏡少年消防クラブ）

11
月
９
日
～
15
日
は

平
成
30
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

火
を
扱
う
と
き
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

《
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
》

　
住
宅
火
災
の
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
や

負
傷
者
を
な
く
す
た
め
、住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
家
庭

で
も
、住
宅
用
火
災
警
報
器
は
古
く
な
る

と
誤
作
動
を
起
こ
し
や
す
く
、電
池
切
れ

な
ど
の
場
合
、火
災
を
感
知
し
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。10
年
を
目
安
に
取
り

替
え
ま
し
ょ
う
。

《
期
間
中
に
実
施
す
る
主
な
活
動
》

◆�

各
地
区
の
一
般
住
宅
に
訪
問
し
、防
火

の
呼
び
か
け
、火
気
器
具
な
ど
の
取
り

扱
い
状
況
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
な
ど
を
確
認
す
る
住
宅
防
火
診
断

（
※
該
当
地
区
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
）

◆�

福
祉
施
設
や
旅
館
、ホ
テ
ル
な
ど
に
対

し
て
消
火
、避
難
訓
練
の
実
施
、消
防
用

設
備
な
ど
の
点
検
実
施
を
促
し
防
火
安

全
を
徹
底
す
る
促
進
運
動
。

◆�

公
共
施
設
や
事
業
所
な
ど
で
防
火
ポ
ス

●損害額　342,194千円
　（前年比＋290,116千円）
●人的被害　
　死者２人　負傷者15人

平成29年
火災件数 59件

内　
訳

建 物 火 災 23件
林 野 火 災   5件
車 両 火 災   3件
その他火災 28件

11月12日（月）～18日（日）と　き
イオン唐津ショッピング
センター１階エレベーター前ところ

４
つ
の
対
策

住
宅
火
災
か
ら

命
を
守
る
７
つ
の

３
つ
の
習
慣

　
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、次
の

３
つ
の
習
慣
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
し
な
い

●�

ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
し
て
使
用
す
る

●�

調
理
中
コ
ン
ロ
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す

　

万
が
一
火
災
が
発
生
し
て
も
、被

害
を
少
な
く
、命
を
守
る
た
め
に
、日

頃
か
ら
次
の
４
つ
の
対
策
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

●�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、「
住
宅

用
火
災
警
報
器
」を
設
置
す
る

●�

カ
ー
テ
ン
や
寝
具
、衣
類
な
ど
の
布

製
品
へ
の
燃
え
広
が
り
を
防
ぐ
た

め
に
防
炎
品
を
使
用
す
る

●�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

●�

高
齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
人
を
守
る

た
め
に
、日

頃
か
ら
地
域

や
近
隣
の
人

と
の
協
力
体

制
を
つ
く
る

タ
ー
の
掲
示
、放
送
施
設
を
利
用
し
た

広
報
活
動

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
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子育て支援課からのお知らせ
平成31年度４月からの保育所・認定こども園、
放課後児童クラブの入所児童を募集します

保育所・認定こども園（保育園部門） 放課後児童クラブ

受付期間

【１次募集】11月19日（月）～12月 ７日（金） 12月10日（月）～12月28日（金）

【２次募集】12月10日（月）～ １月31日（木）  １月 ４日（金）～ １月31日（木）

【３次募集】 ２月 １日（金）～ ２月28日（木）  ２月 １日（金）～ ２月28日（木）

※�保育所・認定こども園の新規入所申請を11月19日～12月７日にされる場合は、児童クラブの申請
も一緒に受け付けます。

受付場所
・

日時

◆場所　子育て支援課、各市民センター市民福祉課
◆日時　受付期間中の開庁日　8：30～17：15（土・日・祝日などは除く）
※仕事の都合などにより受付時間内に来庁できない場合は、事前に相談してください。
※�放課後児童クラブ分のみを申請する場合は、郵送での手続きをおすすめしています。（保育所・認
定こども園の手続きについては、原則窓口による受付となりますので同封しないでください）

※�郵送の場合は、各受付期間の締切日必着です。

応募対象者

◆初めて入所を希望する人
◆現在在籍中だが、ほかの園に転園を希望する人
※�現在在籍中で、４月以降も引き続き同じ園を利
用する場合や幼稚園、認定こども園の幼稚園部
門、企業主導型保育所を希望する場合の受付期
間や手続きなどについては、直接園に問い合わ
せてください。

◆初めて入所を希望する人
◆ 現在在籍中で、４月以降の継続利用を希望する

人（現在利用しているクラブから申請書類を受
け取り、郵送で提出してください。窓口でも受
付できます）

入所の要件

　子どもの保護者が次のどれかに該当し、自身で
子どもを保育することができない世帯
◆月に60時間以上働いている
◆妊娠中または出産後間がない
◆ 疾病、負傷、精神または身体に障がいがある
◆ 親族をいつも介護・看護している
◆ 震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当

たっている
◆ 求職活動、就学・職業訓練などをしている

　保護者や同居の親族（20歳～64歳）が、次のど
れかに該当し、昼間（※）に常時留守になる世帯
※�世帯や通っている学校の状況にもよりますが、
15時以降も留守になる場合が対象世帯の目安
です。

◆ １日あたり４時間以上かつ週３日または月12
日以上働いている

◆平成31年３月～５月中に出産予定である
◆疾病、負傷、精神または身体に障がいがある
◆親族をいつも介護・看護している
◆ 震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当

たっている
◆就学・職業訓練などをしている
◆ 求職中である（遅くとも４月１日までに就労す

ることを目標に活動されている場合のみ）

提出書類

①入所申請書
②就労証明書など、保育を必要とする証明
③家庭状況等申告書
④口座振替依頼書（保育所希望の場合のみ）
⑤ 平成30年度所得課税証明書（平成30年１月２

日以降に転入した人のみ）

①入所申請書
② 就労証明書など、留守家庭であることの証明
③家庭状況等申告書
④口座振替依頼書
※�保育所・認定こども園も申請する人は、②の書
類はコピーで可。

◆ 様式は、子育て支援課または各市民センター市民福祉課の窓口で配付します。市ホームページから
もダウンロードできます。口座振替依頼書のみ市ホームページからダウンロードできないので、申
請の際に記入してください。

◆不足書類がある場合は受け付けできません。
◆必要な書類は家庭の状況に応じて異なるため、不明な点は早めに相談してください。
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問子育て支援課（☎72-9151）　または各市民センター市民福祉課

保育所・認定こども園（保育園部門） 放課後児童クラブ

提出するとき
に持ってくる
もの

Ⓐ保護者の本人確認書類（運転免許証、保険証など）
Ⓑ印鑑
Ⓒ通帳および銀行届出印（保育所・児童クラブ希望の場合）

【保育所・認定こども園】 保護者のマイナンバーが確認できる書類（通知カード、マイナンバーカードなど）

入所の選考

　定員以上の入所申請があった場合は、市で入所選考を行います。
◆ 選考は、客観的な基準（保護者の就労時間の長さなど）に基づいて実施します。
◆ 入所決定は先着順ではありませんが、２次募集分より１次募集分を、３次募集分より１次、２次募集

分を優先します。
◆ 保育所・認定こども園の入所申請の場合は、特定の園に希望が集中する場合があるため、できるだけ

複数の園での検討をお願いします。
◆ 滞納がある世帯は、入所選考において減点となるため、入所が不利になります。

その他

◆ 入所の決定通知は、１次募集分については２月上旬を予定してい
ます。

◆ 申し込みの前に、園の見学をおすすめします。開所時間、アレル
ギーや投薬の有無、気になっている点などを相談してください。

◆ 入所の決定通知は、１次と２次
募集分をあわせて２月下旬を
予定しています。

新たな保育施設の開所・園舎の建て替えなど
　来春、次の施設が新たに開所または建て替えなどをする予定です。
　詳細については、直接各施設に問い合わせてください。
① 浜崎幼稚園が、幼稚園から認定こども園になります
② 厳木地区に、新たに認定こども園が開所します
③ すみれ幼稚園・虹の森保育園が、それぞれ独立した認定こども園になります
④ 外町保育園が、老朽化などにより建て替わり、移転します
⑤ 長松保育園見借分園、やまのもり切木保育園、うみのもり高串保育園が、老朽化などにより
　 現地で建て替わります

◆�認定こども園「厳木さくらんぼ」は、公立施設である厳木幼稚園、岩屋保育園、
中島保育園の3園が統廃合し、社会福祉法人さくら会が運営します。上記の電
話番号は、さくら会(多久)につながります。

施　設　名
定　　員

住　　　所 電話番号教育認定
（３～５歳）

保育認定
（０～５歳）

認
定
こ
ど
も
園

浜崎幼稚園 60人 30人 浜玉町浜崎1666番地1 56-6103

厳木さくらんぼ 20人 90人 厳木町中島1393番地9 0952-74-3358
さくら会（多久）

すみれ幼稚園 150人 50人 神田1790番地2 73-2631
虹の森こども園 10人 130人 鏡3769番地105 74-0660

保 

育 

所

外町保育園 120人 町田5丁目553番地1(移転先) 72-4243
長松保育園 見借分園 20人 見借3888番地2 74-1072
やまのもり 切木保育園 30人 肥前町万賀里川186番地14 53-2812
うみのもり 高串保育園 30人 肥前町田野甲1287番地12 54-0588
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北波多
交通安全街頭啓発運動
目指せ！事故なし！

唐津
護衛艦「いせ」が5年ぶりに入港！

呼子
海の幸を大満喫 「呼子町イカまつり」

　秋晴れのなか、北波多地区交通安全指導員
による秋の交通安全街頭啓発運動が行われま
した。
　唐津市のマスコットキャラクター「唐ワンく
ん」も登場。運転手や同乗者に啓発チラシと北
波多産の梨を手渡して、交通ルールの順守と正
しい交通マナーの実践を呼びかけました。
　これからは日を追うごとに日没が早くなり
ます。午後５時になったら車はライト点灯、
歩行者は反射材を身に着けて ｢交通事故な

・
し
・
｣

を目指しましょう。� （９月27日）

　海上自衛隊の護衛艦「いせ」が唐津港妙見ふ
頭に入港し、市内外から訪れた約4,800人が艦
内見学を楽しみました。
　護衛艦「いせ」は、昨年の３月から佐世保基
地を母港として主に日本周辺の海域の海上防衛
を行うほか、災害派遣活動などで活躍していま
す。
　来場者は、航空機用エレベーターで飛行用甲
板に出て、ヘリコプターの搭乗体験でパイロッ
ト気分を味わったり、家族や友人と記念撮影
をしたりしながら貴重な体験を楽しんでいまし
た。� （９月23日）
護衛艦「いせ」
●全長　197m
●全幅　33m
●特徴　
　�司令部機能を有
し、複数のヘリ
コプターを搭載

●乗員　約380人

　秋晴れのなか、呼子台場みなとプラザで「第23回呼子町イカまつり」
が開催されました。
　会場では、県内外から訪れた人たちが新鮮なイカや魚介類、呼子の特
産品を求めて長蛇の列を作り、購入したものをバーベ
キューで味わっていました。
　ステージでは呼子のマスコットキャラクターのケン
ちゃん・サキちゃんとのじゃんけん大会やクラッカー
早食い、お笑いライブなどが行われました。中でも一
番の盛り上がりを見せたのが子どもたちが参加する
「魚とイカのつかみ取りコーナー」。子どもたちが一生
懸命魚を追い回す姿に見物客からは拍手と声援があ
がっていました。

（９月16日）
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稲
穂
が
こ
う
べ
を
垂
れ
彼
岸
花
が
満
開
の
９
月

23
日
、厳
木
町
広
瀬
で
は
天
山
神
社
境
内
の
宮み

や

地ち

嶽だ
け

神
社
に
広
瀬
浮
立
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
浮
立
』
と
い
う
民
族
芸
能
は
、全
国
で
も
佐
賀

県
を
中
心
と
す
る
一
部
地
域
に
し
か
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
が
、広
瀬
浮
立
は
そ
の
中
で
も
武
家
風

の
浮
立
と
い
う
珍
し
い
形
式
で
、県
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。武
家
風
で

す
の
で
、奏
者・演
者
は
み
な
和
服
、も
し
く
は
裃

か
み
し
も・

袴は
か
ま

姿
で
す
。道み

ち

行ゆ
き

は
皆
、厳
粛
な
面
持
ち
で
整
然

と
行
列
し
、太
鼓・鼓・笛・鉦か

ね

な
ど
を
奏そ

う

し
ま
す
。

　

宮
地
嶽
神
社
に
着
く
と
、地
域
の
方
や
見
物
客

が
見
守
る
な
か
、大
太
鼓
を
中
心
に
奉
納
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

大
太
鼓
の
奏
者
は
、18
年
あ
ま
り
続
け
て
こ
ら

れ
た
人
か
ら
若
い
奏
者
に
継
承
交
代
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。地
元
の
古
老
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
で

は
、短
い
バ
チ
で
音
を
響
か
せ
な
い
よ
う
、押
し
つ

け
る
よ
う
に
た
た
く
の
が
特
徴
だ
そ
う
で
、そ
の

た
め
指
の
節
が
太
鼓
の
打
面
に
あ
た
り
皮
膚
が
破

れ
て
出
血
し
て
し
ま
う
、と
の
こ
と
で
し
た
。

　

奉
納
の
あ
と
は
、今
年
も
境
内
で
子
ど
も
相
撲

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。小
さ
い
土
俵
に
か
わ
い

い
子
ど
も
た
ち
が
、笑
い
な
が
ら
泣
き
な
が
ら
家

族
の
声
援
を
受
け
、組
み
合
っ
て
ご
褒ほ

う

美び

を
手
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
神
事
が
終
わ
っ
て
地
元
の
人
た
ち
の
笑
い
声
が

響
く
境
内
。参
道
の
彼
岸
花
を
見
な
が
ら
、広
瀬
地

区
を
後
に
し
ま
し
た
。

（
取
材
地
：
厳
木
町
広
瀬
天
山
神
社・宮
地
嶽
神
社
）

秋
を
呼
ぶ
伝
統
行
事
　
広
瀬
浮
立

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
　
城
谷
　
祥
子

厳木
五

ご

穀
こ く

豊
ほ う

穣
じょう

を願って　鳥越浮
ふ

立
りゅう

奉納
七山
歌ってにぎやかに 「広

こ う

瀧
りゅう

祭
さ い

」
　厳木町鳥越区の鳥越神社で伝統行事 ｢鳥越浮
立｣ が奉納されました。当日は、子どもから高
齢者まで地域総出で、傘

かさ

鉾
ほこ

を先頭に道
みち

行
ゆき

を行い、
神社境内で大太鼓、笛、鉦

かね

を使った囃子を奉納し、
五穀豊穣を祈願しました。
　今年はコミュニティ助成事業で新調された浮
立幕や太鼓なども奉納され、明治22年に作られ
た浮立幕とともに境内を厳かな空気で包み、た
くさんの見物客を魅了していました。
　厳木町では鳥越浮立のほかにも、毎年秋の彼
岸の時期に、広瀬浮立、天川浮立など多くの浮
立が奉納されています。� （９月23日）

　観音の滝境内および七山公民館で開催される
「広瀧祭」は、境内での眼鏡供養から始まります。
これは、豊臣秀吉の側室であった広

ひろさわのつぼね

沢局が眼病
を患ったときにこの滝の水で目を洗ったところ
回復したとの言い伝えから、眼病に御利益があ
ると言われていて、今までお世話になった眼鏡
を供養されているものです。昼からは会場を七
山公民館に移し、歌仲間によるカラオケや歌謡
ショーが行われ、市内外たくさんの来場者が楽
しい時間を過ごしていました。� （9月16日）
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９
月
市
議
会

定
例
会
は
、９

月
３
日
か
ら
10

月
16
日
ま
で
44

日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
回
の
議

会
で
可
決
さ
れ
た
平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
財
政
課（
☎
７
２
︱
９
１
６
０
）

平成30年度　一般会計の予算規模
補正後の現計予算額

746億6,727万7千円
９月補正予算額

53億8,007万5千円
８月までの予算額

692億8,720万2千円

９月市議会
定例会から

ふるさと寄附金推進費
11億5,793万6千円

　寄附金の増加に伴い、返礼品
などの経費を追加します。

強い農業づくり
交付金事業負担金

87万9千円
　菊の反収増加および契約取引
割合の増加により収益力の向上
を図るため、鹿島市が実施する
強い農業づくり交付金事業に対
し応分を負担します。

漁業用燃油高騰
緊急対策事業補助金

604万円
　燃油価格の高騰対策として、
漁業者と国の積み立てからなる
漁業経営セーフティネット構築
事業に係る漁業者負担の一部を
助成します。水産埠

ふ

頭
とう

地区加工処理施設他
整備事業補助金

4,266万3千円
　唐津港水産埠頭地区における
水産加工業者の競争力強化と地
域雇用の確保のため、再生計画
に基づき実施される関連施設の
整備に対し補助します。

新規
事業

佐志中学校校舎等
大規模改造事業費

1億9,580万7千円
　建築後36年以上が経過し、老
朽化が著しい佐志中学校校舎お
よび屋内運動場の大規模改造工
事を行います。

災害復旧費
28億6,444万1千円

　平成30年７月豪雨により被
災した農地･農業用施設、林道な
どの復旧を行います。

11
／
11
日(

日)

～
17
日(

土)

は「
税
を
考
え
る
週
間
」

　
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」を
テ
ー
マ
に
し

た
特
設
ペ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、国
税
庁
や
税
務
署
の
調
査・徴
収
な
ど
の
業

務
、確
定
申
告
書
の
作
成
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、動
画
で
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、租
税
の
意
義
や

役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

問
唐
津
税
務
署

　
　
　
（
☎
７
２
︱
３
１
４
１
）

　

税
務
課

　
　
　
（
☎
７
２
︱
９
１
１
７
）

平成30年分 年末調整説明会
　　　　　　　　　 問唐津税務署（☎７２-３１４１）
　　　　　　　　　　　 税務課（☎７２-９１１７）

　市内の法人と個人事業主を対象に、唐津税務署の職
員が年末調整の方法などを説明します。今年は、消費
税の軽減税率制度に関する説明も併せて行われます。
ぜひご参加ください。
◆玄海会場
　11月21日（水）玄海町町民会館イベントホール
　14:00 ～ 16:30
　　（対象）呼子・鎮西・肥前の法人と個人事業主
◆唐津会場
　11月22日（木）唐津市文化体育館文化ホール
　①10:00 ～ 12:30
　　（対象）旧唐津市内の法人
　②14:00 ～ 16:30
　　（対象）�旧唐津市内の個人事業主および浜玉・相知・

厳木・北波多・七山の法人と個人事業主
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た
全
額
が
所
得
税
や
市・
県
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で

す
。

　

皆
さ
ん
が
平
成
30
年
中
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る｢

社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書｣

が
、11
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
送
付
さ
れ
ま
す
。（
10
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

人
に
は
、翌
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す)

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
時
に

は｢

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書｣

を
一
緒
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、納
付
し
た
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、控
除

証
明
書
を
添
付
し
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構

　

唐
津
年
金
事
務
所

（
☎
７
２
︱
５
１
６
１
）

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
を
表
彰

　

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
で
上
位

勤
務
日（
土・日・祝
日
を
除
く
）

　

期
間
内
の
生
涯
学
習
文
化
財

課
が
指
定
す
る
日

賃
金　
日
額�

６
，６
３
０
円

募
集
期
限　
11
月
19
日（
月
）

※�

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
文
化
財
課

（
☎
７
２
︱
９
１
７
１
）

「
か
ら
つ
ウ
ェ
ル
ポ
」で

健
康
レ
シ
ピ
を
配
信

　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業「
か
ら

つ
ウ
ェ
ル
ポ
」の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
は
、唐
津
産
の
旬
の
素
材
を
使

用
し
た
健
康
レ
シ
ピ
の
動
画
を

配
信
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
「
か
ら

つ
ウ
ェ
ル
ポ
」に
登
録
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
保
健
医
療
課

(

☎
７
５
︱
５
１
６
１)

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課（
☎
７
２
︱
９
１
８
８
）

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」

　
11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」、11

月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す
。未

来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
は
、い

つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録
を
確

認
し
、将
来
の
年
金
受
給
見
込
額

を
試
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構

　

唐
津
年
金
事
務
所

（
☎
７
２
︱
５
１
６
１
）

社
会
保
険
料
な
ど
の
控
除

証
明
書
は
年
末
調
整・確
定

申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し

不
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
を
実
施
し
ま
す

　
市
税
の
滞
納
処
分
の
た
め
、差
し

押
さ
え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法　
期
間
入
札

公 

売
の
場
所　

ヤ
フ
ー
株
式
会

社
が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
上

公
売
不
動
産　
土
地

　
所
在
：
神
田
字
カ
ケ
ハ
シ

　
地
番
：
３
２
９
５
番
９

　
地
目
：
宅
地

　
地
積
：
３
２
８
．６
６
㎡

公
売
参
加
申
込
期
間

　
11
月
８
日
（
木
）
午
後
１
時
～

　
11
月
21
日（
水
）午
後
11
時

入
札
期
間

　
11
月
29
日（
木
）午
後
１
時
～

　
12
月
６
日（
木
）午
後
１
時

売
却
決
定
日
時

　
12
月
13
日（
木
）午
前
10
時

買
受
代
金
納
付
期
限

　
12
月
13
日（
木
）午
後
２
時
30
分

公
売
参
加
資
格

　

国
税
徴
収
法
第
92
条
お
よ
び

第
１
０
８
条
の
規
定
に
該
当
し

な
い
人

公
売
参
加
の
注
意
事
項

　
公
売
公
告
後
、公
売
を
中
止
す

に
入
賞
し
た
人
や
団
体
の
功
績

を
た
た
え
、表
彰
し
ま
し
た
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
７
２
︱
９
２
３
７
）

遺
跡
の
整
理
員
を
募
集

対
象
者

　
18
歳
以
上
で
健
康
な
人

勤
務
内
容

◆ 

屋
内
で
の
遺
物
の
整
理・
洗

浄・実
測
な
ど
の
作
業

◆
パ
ソ
コ
ン
で
の
デ
ー
タ
作
成

勤
務
地

　
古
代
の
森
会
館（
鏡
）な
ど

雇
用
人
数　
１
人
程
度

雇
用
期
間（
４
か
月
間
）

　
12
月
～
平
成
31
年
３
月

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

氏　名 種　目 所　属
鶴
つ る

田
た

　希
き

生
お

ヨット
専門学校生

中
な か

山
や ま

　由
ゆ

菜
な

唐津西高校

西
に し

分
ぶ ん

　美
み

里
さ と

唐津西高校

空
く

閑
が

　大
や ま

都
と

銃剣道 佐賀県銃剣道
連盟

大
お お

森
も り

　涼
りょう

奨
す け

水　泳 唐津商業高校
（敬称略）

ねんきんネット

スマートフォンは
こちら↓

柿の簡単白
しろ

和
あ

え

からつウェルポ

スマートフォンは
こちら→
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２
０
１
８
年
漁
業
セ
ン
サ
ス

　
農
林
水
産
省
で
は
、平
成
30
年

11
月
１
日
現
在
で
「
２
０
１
８
年

漁
業
セ
ン
サ
ス
」を
実
施
し
ま
す
。

　
漁
業
セ
ン
サ
ス
と
は
、漁
業
の

生
産
構
造
、就
業
構
造
を
明
ら
か

に
し
、漁
村
、水
産
物
流
通・
加
工

業
な
ど
の
漁
業
を
取
り
ま
く
実
態

を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
調
査
で
、５
年
ご
と
に

全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
調
査
員

が
漁
業
者
や
水
産
関
係
者
を
訪

問
し
、調
査
票
の
記
入
と
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。ま

た
、今
回
の
調
査
か
ら
市
民
の
皆

さ
ん
が
便
利
に
回
答
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
回
答
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
政
戦
略
課

（
☎
７
２
︱
９
２
０
７
）

有
権
を
有
す
る
人
の
同
意
を
得
た

人
）で
、市
税
の
滞
納
が
な
い
人

②�

景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う

「
城
内
地
区
」「
曳
山
通
り
」
の
対

象
範
囲
内
の
土
地
所
有
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
た
町
内
会
な
ど
の
団
体

主
な
補
助
金
額

　
工
事
に
か
か
る
経
費
の
１
／
２

以
内
で
次
に
あ
げ
る
上
限
額
の
範

囲
内
で
す
。（
た
だ
し
、補
助
の
基

準
が
あ
り
ま
す
）

◆
屋
根・門・塀　
上
限
１
０
０
万
円

◆
外
壁(

公
道
か
ら
見
え
る
部
分
）

　
上
限
50
万
円

◆
軒の

き（
公
道
に
面
す
る
部
分
）

　
上
限
40
万
円

◆ 

設
備（
公
道
か
ら
見
え
る
室
外

機
や
設
備
機
器
な
ど
）

　
上
限
10
万
円

◆
生い

け
垣が

き　
上
限
30
万
円

◆
笹
垣
の
維
持
に
か
か
る
経
費

　
年
間
３
万
円

第
３
回
申
込
期
限　
11
月
30
日（
金
）

※�

平
成
31
年
3
月
22
日（
金
）ま
で
に
事

業
が
完
了
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

申
込
先　
ま
ち
づ
く
り
課

※�

対
象
範
囲
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
７
２
︱
９
１
３
５
）

問
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
７
２
︱
９
１
３
６
）

平
成
30
年
度
景
観
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
補
助
金（
第
３
回
）

　
唐
津
市
景
観
計
画
の
重
点
区
域

「
城
内
地
区
」と「
曳
山
通
り
」に
お

い
て
、景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、住
宅
な
ど
の
修
景
工

事
、笹さ

さ

垣が
き

維
持
、景
観
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

　

次
の
事
業
で
補
助
の
基
準
に

該
当
す
る
も
の

◆
ま
ち
な
み
修
景
事
業

　
屋
根
や
外
壁
な
ど
の
修
景
工
事

◆
笹
垣
維
持
事
業

　

公
道
面
に
面
し
た
笹
垣
の
維

持
の
た
め
の
行
為

◆ 

景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援

事
業

　

自
主
的
な
景
観
づ
く
り
を
目

標
と
し
た
活
動
に
か
か
る
経
費

補
助
金
の
申
し
込
み
が
で
き
る
人

（
次
の
①
②
の
ど
ち
ら
か
に
該
当

す
る
人
）

①�「
城
内
地
区
」「
曳
山
通
り
」の
対
象

範
囲
内
の
土
地
ま
た
は
建
築
物
な

ど
の
所
有
者
お
よ
び
管
理
者
（
所

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

唐
津
市
中
心
市
街
地
地
区
都
市

再
生
整
備
計
画
案
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
度
か
ら
平
成
35
年
度

に
か
け
て
実
施
予
定
の
都
市
再
生

整
備
計
画
事
業
の
計
画
案
に
つ
い

て
、皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
人

◆
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

◆
市
内
に
勤
務・通
学
す
る
人

◆ 

市
内
に
事
務
所・
事
業
所
が
あ

る
団
体

計
画
案
の
公
表
場
所

◆
ま
ち
づ
く
り
課

◆
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務
教
育
課

◆
湊
、切
木
、打
上
出
張
所

◆
近
代
図
書
館
、相
知
図
書
館

◆
職
員
が
常
駐
し
て
い
る
公
民
館

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
募
集
期
間

　
11
月
１
日（
木
）か
ら

　
11
月
30
日（
金
）ま
で

意
見
の
提
出
方
法

　

氏
名
、住
所
、電
話
番
号
な
ど

を
記
入
し
て
、ま
ち
づ
く
り
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

唐
津
都
市
計
画
用
途

地
域
の
変
更
案
の
縦
覧

　
都
市
計
画
用
途
地
域
の
見
直
し

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。な
お
、縦

覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
都
市
計

画
の
変
更
案
に
つ
い
て
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

見
直
し
対
象
地
域

　
元
石
町・十
人
町・新
興
町・町
田・町

田
３
丁
目・町
田
５
丁
目
の
一
部
地
域

縦 

覧
期
間　
11
月
12
日
（
月
）
か
ら

11
月
26
日（
月
）ま
で
の
開
庁
時
間
内

縦
覧
場
所　
ま
ち
づ
く
り
課

意
見
書
の
提
出
方
法

　
氏
名
、住
所
、年
齢
、意
見
（
８
０
０

字
以
内
）を
記
入
し
て
、ま
ち
づ
く
り
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。郵
送
、フ
ァ
ク

ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
７
２
︱
９
１
３
５
）
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里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

「
里
親
」と
は
？

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、自
分
の

家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
を
、自
分
の
家
庭
に
迎

え
入
れ
、愛
情
と
誠
意
を
も
っ
て

養
育
し
て
く
れ
る
人
で
す
。

「
里
親
」に
な
る
条
件

　

子
ど
も
を
家
庭
的
な
雰
囲
気

で
あ
た
た
か
く
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
普
通
の
家
庭
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
申
し
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
欠
格
要
件
に
つ
い

て
は
、別
途
定
め
が
あ
り
ま
す
）

「
里
親
」に
な
っ
た
ら

　
養
育
に
必
要
な
経
費
、里
親
手

当
、生
活
費
、学
校
教
育
費
、医
療

費
な
ど
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

「
里
親
」の
種
類

　

養
育
里
親
、親
族
里
親
、専
門

里
親
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
慈
光
園（

☎
７
３
︱
１
９
８
８
）

　

子
育
て
支
援
課

（
☎
７
２
︱
９
１
５
１
）

問
男
女
参
画・女
性
活
躍
推
進
課

（
☎
７
２
︱
９
２
３
９
）

全
国
一
斉｢

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

強
化
週
間

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、11
月
12
日（
月
）

か
ら
18
日（
日
）ま
で
の
１
週
間
を

「
全
国
一
斉『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
』強
化
週
間
」と
し
て
、女

性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
対
し
て
、専
用
電
話
に
よ

る
相
談
窓
口
の
開
設
時
間
を
延

長
し
、相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

ぶ
心
と
身
体
の
健
康（
女
性
の

た
め
の
護
身
術
講
座
）」

と
き・と
こ
ろ

　
11
月
21
日（
水
）

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
志
道
公
民
館
第
２
研
修
室

参
加
費　
無
料

申
込
先

　
�

唐
津
市
地
域
婦
人
連
絡
協
議

会（
☎
８
２
︱
３
８
０
４
）

被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、ひ
と
り

で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

(

佐
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー)

☎
０
９
５
２
︱
２
６
︱
０
０
１
８

　
火
～
土�

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
日・祝
日

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

(

佐
賀
県
婦
人
相
談
所)

☎
０
９
５
２
︱
２
６
︱
１
２
１
２

　
月
～
金�

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
緊
急
時
は
24
時
間
）

唐
津
市
女
性
相
談
窓
口

☎
５
３
︱
７
１
８
０

　
月
～
金

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

11
月
12
日
～
25
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」期
間
で
す

　
暴
力
は
、性
別
や
加
害
者
、被
害

者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
、夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、性
犯
罪
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、

売
買
春
、人
身
取
引
、セ
ク
シ
ュ
ア

ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、女
性
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
、そ
の
根
底
に

は
、女
性
の
人
権
の
軽
視
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

◆
パ
ネ
ル
展

と
き・と
こ
ろ

　
11
月
12
日（
月
）
～
25
日（
日
）

　
大
手
口
バ
ス
セ
ン
タ
ー
１
Ｆ

　
（
南
城
内
）

◆
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
き・と
こ
ろ

　
11
月
11
日（
日
）

　
午
前
11
時
～
正
午　

　

�

イ
オ
ン
唐
津
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
鏡
）

◆ 

唐
津
市
男
女
共
同
参
画
推
進

市
民
提
案
事
業「
み
ん
な
で
学

相
談
内
容

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

(

Ｄ
Ｖ)

、職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア

ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
の
人
権
問
題
な
ど

問
佐
賀
地
方
法
務
局

（
☎
０
９
５
２
︱
２
６
︱
２
１
９
５
）

女性に対する暴力根絶
のためのシンボルマーク

◆相談受付期間
　11月12日(月)～16日(金)
　　  8：30～19：00
　11月17日(土)・18日(日)
　　10：00～17：00

◆専用電話番号
　0570-070-810

平
成
31
年
度 

唐
津
幼

稚
園
の
園
児
募
集

対
象
者

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
幼
児

募
集
人
数

　

�

３
歳
児
（
20
人
）、４
歳
児
（
50

人
）、５
歳
児（
55
人
）

申
込
方
法

　
幼
稚
園
に
準
備
し
て
い
る
願
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、住
民
票
と

一
緒
に
幼
稚
園
に
直
接
お
持
ち
く
だ

さ
い
。郵
送
で
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。幼
稚
園
見
学
も
で
き
ま
す
。

願
書
受
付
期
間（
土・日・祝
日
除
く
）

　
11
月
１
日（
木
）～
15
日（
木
）

※�

申
込
者
が
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
、受
付
終
了
後
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

問
唐
津
幼
稚
園

（
☎
７
２
︱
３
４
３
８
）

市報からつ　平成30年11月号11

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

考えよう女性の人権



©ゾンビランドサガ製作委員会

佐賀が舞台のアニメが
絶賛放送中！
　佐賀城本丸歴史資料館や唐津駅、嬉野温泉に嬉野
茶など、数々の佐賀の名所や特産品が登場するテレ
ビアニメ「ゾンビランドサガ」がサガテレビなどで
絶賛放送中です。

　ゾンビになった女の子たちが、佐賀からトップアイドルを
目指すという、笑いあり涙ありの新感覚ゾンビ系アニメです。
　全12話すべてが佐賀を舞台にしたエピソードで「アイドル
としてSAGAを大いに盛り上げる！」というミッションを与
えられた、超個性的な７人が繰り広げる物語となっています。
　また、唐津が舞台となったシーンも数多く登場しますので、
ぜひご覧ください。

【放送時間】
●サガテレビ（毎週金曜日）	 25：25～
●ＴＶＱ九州放送（毎週金曜日）	 26：58～
●Ａ

ア ベ マ

ｂｅｍａＴＶ（毎週木曜日）	 23：30～
※放送は都合により変更になることがあります。

詳しくは

問観光課（☎７２ー９１２７）

★ゾンビランドサガ
　公式サイト

★ゾンビランドサガ
　公式ツイッター

スマートフォンは
←　　こちら　　→

全
国
ふ
る
さ
と
甲
子
園
に
出
場
！

　
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
た
日

本
全
国
55
地
域
の
中
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明治維新150年特別企画「幕末・明治期の
唐津に残る石炭遺産を巡るバスツアー」
文化振興課　☎53-7129

　幕末から明治期にかけて、唐津藩や唐津の近代化を
支え、さらには明治維新の際の大きな石炭供給地となっ
ていた唐津に残る石炭遺産群を巡るバスツアーです。
と　き　12月２日（日）9：00～16：00
集合場所　相知交流文化センター
内 　容　バスに乗って幕末に唐津藩や薩摩藩が石
炭を採掘していた御

お

手
て

山
やま

や石炭の積み出し場
所、さらには、明治期に唐津の近代化を支えた三
菱と石炭の歴史を巡り、相知町や北波多、旧大島
邸、大島などを探訪します。

参加料　100円（旧大島邸入館料）
　　　　�※昼食などは各自で用意してください。
申込方法　文化振興課に電話で申し込んでください。
定　員　先着40人

第133回 からつ塾
「仏教遺宝が語るからつの歴史」
唐津ビジネスカレッジ　☎77-1771

　これまであまり知られていない仏教遺品を手が
かりに、からつにおける仏教の歴史について講演
されます。
講　師　志

し

佐
さ

�惲
あつ

彦
ひこ

さん（松浦史談会前会長）
と　き　11月17日（土）　15：00～17：00
ところ　唐津ビジネスカレッジ
　　　　（JR東唐津駅北側徒歩１分）
参加料　1,000円（学生500円）　※事前申し込み不要

唐津焼企画展　秋の器展
西ノ門館　☎75-3667
　唐津市近郊の17窯元が手掛けた菓子器やコー
ヒーカップなどを展示販売します。
　また、11月24日、25日は作家が来館し、器にお菓
子を盛って器と食を楽しむことができます。
と　き　11月17日（土）～12月２日（日）
　　　　9：00～17：00
　　　　※期間中の休館日（月曜日）は開館します。
ところ　西ノ門館　　入館料　無料

薩摩山（薩摩藩炭田跡）　場所：相知町長部田

維新スタンぷらり-唐津
肥前さが幕末維新博推進協議会　☎0952-25-7481
　唐津サテライト館(旧唐津銀行)と、唐津の歴史観
光スポット(唐津城・曳山展示場・旧高取邸のどこか
1か所)でスタンプを2つ集めると、抽せんで唐津の
景品がもれなくその場でもらえます。
※�唐津サテライト館（旧唐津銀行）を2回訪れて、2つ
スタンプを集めても同じく景品がもらえます。

期　間　平成31年１月14日（月・祝）まで
ス タンプ台紙配布場所　唐津サテライト館（旧唐

津銀行）、唐津城、曳山展示場、旧高取邸、JR唐津
駅、唐津バスセンター、唐津市役所など

景品引き換え場所　
　�唐津サテライト館
　（旧唐津銀行）
景 　品　呼子のイカが
食べられる食事券や
オリジナル缶バッジ
（唐津くんち曳山・唐
津の偉人）など

明治維新150年記念
旧三菱合資会社唐津支店本館　特別公開
生涯学習文化財課　☎72-9171

　唐津の近代化を支えた石炭産業の隆盛を象徴す
る貴重な文化財建造物を１日限定で公開します。
と　き　11月25日（日）9：00～17：00
ところ　旧三菱合資会社唐津支店本館
　　　　（現：歴史民俗資料館・海岸通）

入場料　無料　
※事前申し込み不要
※�臨時駐車場（15台）

はありますが、で
きるだけ公共交
通機関を利用し
てください。

万葉講演会
唐津市民会館　☎72-8278
演　題　－能と狂言の見どころ味どころ－
　　　　『能「籠

ろう

太
だい

鼓
こ

」・狂言「鍋
なべ

八
やつ

撥
ばち

」を語る』
講　師　東

ひがし

茂
しげ

美
み

さん（福岡女学院大学大学院教授）
と　き　11月24日(土)　10：00～12：00
ところ　唐津市民会館４階中会議室
入場料　無料　※どなたでも参加できます。
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11月の唐津市民文化祭イベント
文化振興課　☎53-7129
　各イベントの入場料は無料です。各文化団体では新
規加入者を随時募集しています。
◆日本盆栽協会唐津支部展示会
と　き　11月２日（金）～４日（日）
　　　　9：00～17：00　※最終日は16：00まで
ところ　文化体育館２階会議室
◆絵画展（ゴタール会）
と　き　11月15日（木）～18日（日）
　　　　10：00～17：00　※最終日は16：00まで
ところ　市民会館４階大会議室
◆絵画展（和

わ
美
び

会）
と　き　11月15日（木）～18日（日）
　　　　10：00～18：00　※最終日は17：00まで
ところ　近代図書館４階会議室
◆唐津寒

かん
蘭
らん

会展示会
と　き　11月16日（金）～17日（土）
　　　　10：00～17：00　※最終日は15：30まで
ところ　都市コミュニティセンター１階ホール
◆第24回 合唱祭
と　き　11月17日（土）　13：00～16：00
ところ　文化体育館文化ホール
◆協賛茶会
と　き　11月18日（日）　9：30～15：00
ところ　旧大島邸
◆各流合同謡曲大会
と　き　11月18日（日）　9：30～16：30
ところ　長松公民館２階大会議室
◆大正琴演奏会
と　き　11月23日（金・祝）　13：00～16：00
ところ　高齢者ふれあい会館りふれホール
◆第41回 唐松地区親睦吟

ぎん

剣
けん

詩
し

舞
ぶ

大会
と　き　11月24日（土）　10：00～15：00
ところ　文化体育館文化ホール・大会議室
◆吹奏楽団「唐津音工房」第18回 定期演奏会
と　き　11月25日（日）　13：30～16：00
ところ　相知交流文化センターサライホール

人権フォーラム「中学生・高校生の人権のひろば」
人権・同和対策課　☎72-9125
と　き　11月25日（日）　13：30～（開場13：00～）
ところ　高齢者ふれあい会館りふれ
入場料　無料　※どなたでも参加できます。
内　容　
◆ 第１部　�第38回�全国中学生人権作文佐賀県大会入賞作品の発表（朗読）
◆第２部　厳木高校の取り組み
◆第３部　講演＆コンサート
　演題　「うまれてきてくれてありがとう」
　講師　子育てシンガー�m

も ん
onさん

特別展「百花繚乱 浮世絵十人絵師展」 12月9日まで開催中！　近代図書館　☎72-3467
と　き　12月9日（日）まで�10：00～18：00
　　　　（入場は17：30まで）
ところ　近代図書館�美術ホール
休館日　月曜日、11月3日（土・祝）

内 　容　10人の浮世絵師の作品約120点
詳しくは市報からつ10月号4ページか
市ホームページをご覧ください。

第９回　唐津市青少年意見発表大会
唐津市青少年支援センター　☎74-1737
～�唐津市の未来を担う子どもたちの思いを受け止め、

大人も共に育つ機会に～
　市内の小・中学生が日頃考えていることや感じている
ことを意見発表します。小・中学生、保護者、青少年育成関
係者、市民の皆さん、ぜひご来場ください。
と　き　11月10日（土）　13：25～（受付13：00～）
ところ　高齢者ふれあい会館りふれホール
発表者　市内の小・中学生16人
入場料　無料　※どなたでも参加できます。

男女共同参画社会づくりのための
講話とワークショップ
男女参画・女性活躍推進課　☎72-9239
　多くの人に男女共同参画への理解を深めてもらい、
今後の取り組みについて意見をお聞きするために、講
話とワークショップを開催します。
と　き・ところ
①11月17日（土）　10：00～12：00
　市民交流プラザ会議室（大手口センタービル「O

オ ー テ

tte」３階）
②11月28日(水)　14：00～16：00
　相知交流文化センター研修室
講　師　�池

いけ

田
だ

�宏
ひろ

子
こ

さん（佐賀女子短期大学講師、唐津
市男女共同参画推進協議会委員）

入場料　無料　※どなたでも参加できます。

親子で学ぶキャリア教育
～いま子どもたちに伝えたいこと～
M

マ ン マ
anmaの会(肥前町の子育て・親育て支援グループ)

☎080-1759-6271
　さまざまな分野で実績を上
げられた肥前町出身の２人に
これまでの体験談などを講演
していただきます。
内　容
◆13：40～14：25
　演題　「あきらめない気持ち
　　　　～『夢をもつ』それを思い続けること～」
　講師　坂

さか

本
もと

�スジ子
こ

さん
　　　　（(株)バリアフリーLife代表取締役）
◆14：35～15：20
　演題　「我慢・努力・感謝」
　講師　吉

よし

田
だ

�修
おさむ

さん（平成29年春の叙勲受章者）
と　き　11月22日（木）13：30～15：30（13：00開場）
ところ　肥前文化会館ハーモニー
入場料　無料　※事前申し込み不要

スマートフォンはこちら→
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第35回 肥前いろは祭
肥前町産業祭実行委員会事務局
(肥前市民センター産業課内)　☎53-7145

　地場産品の販売や
タイ釣り大会、棚田
米の試食販売など、
肥前町の海と山の恵
みを堪能できます。

　また、佐賀産和牛試食会、お楽しみ抽せん会など、
子どもから大人まで楽しめるイベントが盛りだく
さんです。肥前文化会館ハーモニーでは文化祭が開
催され、歌や踊りが披露されます。
と　き　11月11日(日)　9：00～14：30
ところ　肥前市民センター周辺

第41回 厳木町風のふるさとまつり
厳木町風のふるさとまつり実行委員会事務局

（厳木市民センター産業課内）　☎53-7115

　農産物・特産品が当
たる抽せん会や風の
ふるさと駅伝大会、厳
木町内の農林産物・特
産品の販売など

と　き　11月18日(日)　10：00～15：30
ところ　厳木コミュニティセンター駐車場

唐津市消防団厳木支団競技大会
地域消防課　☎53-7119
　団員が日頃の訓練の
成果を披露します。
　皆さんの参観・激励
をお願いします。
内　容　ポンプ操法・
　　　　訓練礼式
と　き　11月25日(日)　8：00～12:00
ところ　厳木スポーツ広場

唐津駅北口ウインターイルミネーション
一中校区地域まちづくり会議事務局（志道公民館内）
☎74-2001
　唐津駅周辺に癒やしと交流の場をつくり出すた
め、ウインターイルミネーションを実施します。
　点灯式では、ハンドベルや子どもたちの歌声、
ミュージシャンによる演奏を行います。
と　き　12月１日（土）16：30～18：00（点灯式）
ところ　唐津駅北口　　入場料　無料

「ぐるり鎮西！スタンプラリー」11月25日まで開催中！
鎮西町産業祭実行委員会事務局
(鎮西市民センター産業課内)　☎53-7155
　鎮西町内の18店舗をまわって、抽せんで商品券や佐賀
牛などの豪華特産品をゲットしよう!!
詳しくは市ホームページをご覧ください。

北波多ふれあいフェスタ2018
北波多ふれあいフェスタ実行委員会事務局
(北波多市民センター産業課内)　☎53-7135
　農産物品評・即売会、カッパ
（きゅうりなど）つり大会など
の農業関連イベントや文化部
門ステージ発表会、軽トラ市、
歌謡ショー�など
と　き　11月11日(日)
　　　　9：00～16：10
ところ　北波多中央広場
　　　　（北波多徳須恵）

第７回 唐津焼の里ウォークin北波多
唐津焼の里ウォークin北波多実行委員会事務局
(北波多市民センター総務教育課内)　☎53-7130
　唐津焼発祥の地を巡りませんか。
と　き　11月23日(金・祝)　　※雨天中止
　　　　受付　9：30～　スタート　10：00～
集合場所　岸岳ふるさと館　　距　離　約11㎞
対　象　小学生以上　　参加料　500円(軽食付き)
持 ってくるもの　飲みもの、帽子、健康保険証(写し
でも可)

申�込方法　11月16日(金)までに
実行委員会事務局に申し込ん
でください。

第25回 唐津市さわやかスポレク祭
スポーツ振興課　☎72-9237
　誰でも気軽に楽しめる軽スポーツの祭典です。
地元特産品などの参加賞や
豚汁の無料提供、体内年齢
無料測定などイベント盛り
だくさん！（申込不要）
と　き　11月25日(日)
　　　　8：30～13：00
会　場　唐津市文化体育館　参加料　無料
種 　目　ミニテニス、インディアカ、ペタンク、
　�スカットボール、カローリング、スポーツ吹矢、

フライングディスク、ボッチャ、ディスコンほか
そ の他　後川内桜ヶ丘公園でパークゴルフも開催さ
れます。参加を希望する人は、11月９日（金）まで
にスポーツ振興課に申し込んでください。

スマートフォンはこちら→
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②�右手の親指と人さし指で左手指の先をつま
むように前に出す（もみじの葉の形を表す）

紅
も み じ

葉狩りに行こうトライ・ザ・しゅわ

①�唇に人さし指を当
て、右に引く

紅葉 （赤） （もみじ）

③�右手の親指と人さし
指で輪を作り、目の
前で２回程回す

観光

④�下に向けた人さし指
を振り子のように前
に出す

行こう

◆糖尿病教室(12月分)
と　き　毎週水曜日　　15：00～16：00
　　　　※12月12日(食事療法)は11：00～13：00
　　　　希望者は実食もできます（１食300円）
ところ　唐津赤十字病院
受講料　無料
※電話で申し込んでください。
問唐津赤十字病院　☎72-5111

◆健康教室
テーマ　「糖尿病について」
と　き　11月24日(土)　10：00～12：00
ところ　済生会唐津病院�３階会議室
定　員　20人　　受講料　無料
※�糖尿病食の試食を行いますので、ふだん使っているご

はん茶わんを持ってきてください。
※電話で申し込んでください。
問済生会唐津病院　☎73-3175

参加しませんか

休日などの救急医療体制

自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは
唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎７３ｰ００４３）まで

献血車がやってきます

11月７日（水）
唐津市民会館（西城内）

9：30～15：30

11月

問 佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

初期の救急医療はまずはかかりつけ医で受診しましょう
かかりつけ医が不在のときは…

休日（日曜・祝日・振替休日）
午前９時～午後９時

※午前中の受付は午前11時30分まで
　午後の診療は午後１時から

内科・外科
唐津救急医療センター
(千代田町 ☎75-5199)

平日 午後８時～翌午前６時
土曜日 午後６時～翌午前６時
日曜・祝日・振替休日 午前９時～翌午前６時

小児科
地域連携小児救急センター
(唐津赤十字病院内 ☎75-2110)

＋

歯科 休日当番医　 　診療時間  午前９時～正午

11月

3日 (土・祝) よつば歯科クリニック ☎53-8418 神田
4日 (日) 神

か ん

吉
き

歯科医院 ☎64-2075 北波多徳須恵
11日 (日) 古賀歯科医院 ☎72-3506 山下町
18日 (日) リキタケ歯科医院 ☎75-0055 町田1丁目
23日 (金･祝) 古市ひとひろ歯科 ☎78-0492 山本
25日 (日) たなべ歯科医院 ☎73-7183 坊主町

12月
2日 (日) 松浦歯科医院 ☎82-5211 鎮西町岩野
9日 (日) 田村弘典歯科医院 ☎72-6400 海岸通

当番医は予告なく変更される場合があります。
受診前に確認してください。受診時は健康保険証をお持ちください。
問 保健医療課（☎72-9270）
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近代図書館
新興町　☎72-3467
　近代図書館4階子どもコー
ナーでは「まつぼっくり」などが
読み聞かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　11/10･17･24� 14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　11/10� 14：30～15：00
ブックスタートなど
◆0歳児向けブックスタート
　11/14･28� 受付10：30～12：00
◆0歳児向けぴよぴよおはなし会
　11/14･28� 11：00～11：20
相知図書館
相知町相知　☎62-4194
　相知おはなし会 ｢虹のぽけっ
と｣などが読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　11/17� 14：00～14：30
　相知図書館児童室
唐津幼稚園
西城内　☎72-3438
◆唐津幼稚園で遊ぼう会
　「白くまちゃん」
　曳山で遊ぼう11/20� 10：00～
認定こども園 すみれ幼稚園・
虹の森保育園　鏡　☎74-0660
◆焼き芋七輪会�など
　11/6･7･9･13･16･20･21･27
� 10：00～12：00�など
エルアン幼稚園
原　☎77-3450
◆消防車がやって来るよ！�など
　11/1･6･9･13･15･16･19･20･
　21･27･29･30� 10：00～15:00

�など
認定こども園 リョーユー幼稚園
和多田先石　☎74-7500
◆�昔懐かしいお菓子づくり(ふる
さと先生)�など
　11/1･7･12･15･21･22･27
� 10：30～11：30�など

認定こども園 昭和幼稚園・なかよし
保育園　北城内　☎72-4380
◆�ミニドリームキャッチャーを
つくろう�など
　毎週水・木曜日、11/13
� 10：00～15：00

認定こども園 唐津ルーテル
こども園　坊主町　☎72-2518
◆ミニミニバースデイ
　11月生まれ誕生会�など
　毎週月曜日、11/29
� 9：00～14：00

町田保育園 子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168
◆バスごっこ♪�など
　毎週月～土曜日
　(11/3･6･8･17･23除く)
� 9：00～14：00

認定こども園 唐津カトリッ
ク幼稚園　山下町　☎72-2755
◆積木と絵本デー�など
　11/1･8･13･15･20
� 10：30～11：15

NPO法人 唐津市子育て支援情報
センター　東城内　☎72-2288
◆赤ちゃんたいそう�など
　11/17･21� 10：30～11：30�など

双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385
◆ロールサンドを作ろう�など
　毎週火曜日� 10：00～11：30

平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529
◆保育園児と遊ぼう
　毎週水曜日� 10：00～11：00

認定こども園 相知エルアンこど
も園　相知町中山　☎51-8029
◆にこにこ給食　など
　11/14･21･22･26･28･30
� 9：00～14：00

北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710
◆オータムコンサート�など
　11/6･17･20･27�10：00～11：00

認定こども園 ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662

◆千歳飴
あめ

袋を作ろう�など
　毎週月～金曜日(11/23除く)、
　11/24� 10：00～15：00

なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129
◆フラフープで遊ぼう�など
　(場所：大久保コミュニティセンター)
　�毎 週 火･水･金 曜 日(11/23除
く)、11/22� 10：00～15：00

認定こども園 呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333
◆唐津くんちごっこ�など
　�毎週水・金曜日（11/23除く）、
11/22� 10：30～

殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932
◆芋ほりに参加する�など
　�毎 週 火･水･金 曜 日(11/23除
く)、11/22� 10：00～15：00

各施設では、下記行事以外にも週３日から６日「子育て親子の交流の
場」を提供しています。専任スタッフが常駐し、子育て相談も受け付
けています。日時など詳しくは、各施設にお問い合わせください。
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人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター市民福祉課
11月
13日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）

15日
(木)

13：00～16：00
本庁２階審査会室

12月
４日
(火)

9：00～12：00
相知市民センター別館第２会議室
肥前市民センター101号会議室
呼子公民館
10：00～15：00
北波多公民館会議室

５日
(水)

13：00～16：00
本庁２階審査会室

６日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

７日
(金)

13：00～16：00
鎮西市民センター２階会議室

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所/大名小路
●エイズ相談
　毎週火曜日� 9：00～11：00
　11月20日(火)� 9：00～11：00
� 17：00～19：00
●骨髄提供希望者登録受付(要予約）
　毎週木曜日� 9：00～11：00
●肝炎ウィルス検査(要予約）
　11月20日(火)�15：00～19：00
●精神保健福祉相談(要予約）
　毎週水曜日� 13：30～16：00
●難病相談
　平日随時実施� 8：30～17：15
●専門医による難病医療相談
　膠

こう

原
げん

系(要予約）
　11月８日(木)� 14：00～16：00
●療育発達相談(要予約）
　11月７日(水)� 14：00～14：30
●不妊相談(要予約)
　平日随時実施� 8：30～17：15
土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎72-0780
　借地･借家などの契約や苦情に
ついてご相談ください。(予約不要)
と　き　11月15日(木)�13：30～16：00
と ころ　市民交流プラザ(大手口セン
タービル「O

オ ー テ

tte」３階)小会議室２

無料法律相談(要予約)
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター市民福祉課
　金銭や土地・建物、交通事故、
相続、夫婦・親子関係などの相談
11月
６日
(火)

10：00～12：00
肥前市民センター101号会議室

８日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

15日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

16日
(金)

10：00～12：00
呼子市民センター１階会議室

20日
(火)

10：00～12：00
厳木市民センター１階会議室

22日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

12月
６日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

７日
(金)

10：00～12：00
浜玉市民センター１階相談室

【予約受付開始日】
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の１週間前から
創業・経営相談(要予約)
商工振興課　☎72-9141
と　き　毎週金曜日(11月２日を除く）、
　　　　11月11日(日)
　　　　14：00～18：00
　　　　11月16日は21：00まで
ところ　市民交流プラザ(大手口
　　　　�センタービル「O

オ ー テ

tte」３
階)小会議室

女性・母子・父子総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7180
　女性や母子･父子家庭の生活上
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
児童総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7181
　児童の虐待、不登校、ひきこも
りなど、子育ての悩みについて
相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課

行政相談
総務課　☎72-9113
11月
７日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩いの家

13日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）
13：00～16：00
肥前市民センター１階102会議室
鎮西市民センター２階会議室

20日
(火)

9：00～12：00
厳木市民センター１階会議室
相知市民センター別館２階第３会議室

21日
(水)

10：00～15：00
本庁２階第１会議室

12月
４日
(火)

9：00～12：00
呼子公民館２階中会議室
10：00～15：00
北波多公民館

消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999
と　き　閉庁日を除く毎日�
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階市民相談室
司法書士による｢無料相談会｣
司法書士会唐津支部　☎79-5431
　相続、登記、空き家問題などご
相談ください。
と　き　12月５日(水)
　　　　13：00～15：00
ところ　本庁１階市民相談室
※予約優先（予約なしでも可）
唐津地区保護司会の相談受付
唐津地区更生保護サポートセンター
☎74-3626
　身近にある犯罪や非行で困っ
ている人からの相談を受け付け
ています。
受付時間　平日9：00～16：00
日曜相談会
　11月11日、12月２日� 9:00～16:00
ところ　�唐津地区更生保護サ

ポートセンター(栄町)
こころの相談(要予約)
唐津市保健センター　☎75-5161
　仕事、育児、家庭、健康などの
相談に、臨床心理士が応じます。
と　き　11月８日(木)
　　　　14：00～16：00
ところ　唐津市保健センター（千代田町）
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｢おめめどうトータルセミナー 
in 唐津｣の参加者募集
障がい者支援課　☎72-9150
障がい児とその家族を応援する会
Smile　FAX 78-2198
メール smile08787smile@gmail.com
　障がい児や障がい者の支援を学
ぶ場として、講演会を開催します。
と　き　12月９日(日)
　　　　10：00～15：30
ところ　唐津特別支援学校体育館
参加費　1,000円　定　員　100人
※事前申し込みが必要です。

唐津南高等学校開放講座
｢HAPPY LIFE セミナー｣
唐津南高等学校　☎72-4123
　11月５日(月)から講座ごとに
電話で申し込みを受け付けます。
◆ 見てカワイイ♡食べて幸せ♪お茶
スイーツ３種盛り(スイーツ作り)

と　き　12月１日(土)��9：30～12：00
定　員　先着20人
受講料　1,000円(材料費として)
◆ 楽しい親子デコレーション
ケーキつくり教室

と　き　12月８日(土)��9：00～12：00
定　員　先着親子10組
受 講料　１組1,500円(ケーキ台、
生クリーム、容器代)デコレーショ
ン用材料は持ってきてください。

佐賀大学唐津キャンパス
開放！
佐賀大学農学部附属アグリ創生
教育研究センター　☎77-4484
　施設見学や実験体験で健康に
関する機能やコスメ関連などの
研究を身近に感じてみませんか。
と　き　11月10日(土)��9：00～16：00
ところ　佐賀大学農学部附属
　アグリ創生教育研究センター
　（唐津市松南町152-1）
参加料　無料
※事前申し込みは不要です。

｢ストップ糖尿病！ストップ
肝疾患！｣の参加者募集
唐津保健福祉事務所健康推進担当
☎73-4185
　糖尿病、肝疾患を治療中の人
や関心がある人などを対象に各
種測定や健康相談を行います。
と　き　11月18日(日)�
　　　　10：00～14：00
ところ　唐津うまかもん市場研修室
参加費　無料
※事前申し込みは不要です。

｢健
け ん

口
こ う

から健
け ん

幸
こ う

へ｣
(お口の健康について)
(一社)佐賀県歯科医師会
☎0952-25-2291
佐賀県後期高齢者医療広域連合
☎0952-64-8476
　今年度は76歳の人を対象にした
｢歯

し

あわせ健診｣を実施しています。
この機会にお口の状態を把握して、
健康寿命の延長につなげましょう。
●  日頃から正しい歯磨きでお口
を清潔にしておきましょう。

●  ｢健口体操｣ などのお口のリハ
ビリを日課にしましょう。

●  かかりつけ歯科医師による口
腔管理をお勧めします。

家族介護者交流事業(介護者
のつどい)の参加者募集
唐津市社会福祉協議会
介護サービス課　☎70-2335
と　き　①12月６日(木)
　　　　　13：30～15：30
　　　　②12月17日(月)
　　　　　14：00～16：00
ところ　高齢者ふれあい会館りふれ
対 　象　市内に住んでいて自宅
で家族を介護している人

参加料　無料
定　員　①②各30人
※事前に電話で申し込んでください。

ほほえみサロン
(がん患者・家族サロン)
唐津赤十字病院がん相談支援センター
☎74-9135
内 　容　認定看護師からのお話シ

リーズ④(がん放射線療法看護認
定看護師) ｢放射線治療について｣

と　き　12月12日(水)��13：00～14：30
ところ　唐津赤十字病院
受講料　無料
※事前申し込みは不要です。

唐津市ボランティアのつどい
唐津市ボランティア連絡協議会事務局
☎75-2290　FAX 70-2338
　ボランティア活動者の交流の場として、
講演会とテーマ別の分科会を行います。
と　き　12月８日(土)��10：00～15：00
ところ　高齢者ふれあい会館りふれ
対 　象　ボランティア活動を希
望する人や興味がある人

講 　演　｢ボランティアの力で地
域を創ろう！｣

　 講師：佐
さ

藤
とう

靖
やす

典
のり

さん(NPO法人福
岡県レクリエーション協会専務理事)

　定員　200人
分科会のテーマ
●  第１分科会：蕎

そ

麦
ば

打ちおやじの会
　一日体験(定員30人、男性のみ)
●第２分科会：本の読み聞かせ
●  第３分科会：アイマスク・車いす体験
●  第４分科会：レクリエーション交流
参加料　無料
※�11月30日(金)までに電話かFAXま

たは窓口で申し込んでください。

サガファームランド開催！
佐賀県農政企画課　☎0952-25-7257
　佐賀農業の歴史と未来をテー
マにした体験型の企画展です。
ドローンの操作体験や農産物の
試食、ワークショップなど、ワク
ワクする体験がいっぱい！
と　き　11月23日(金･祝)～12月16日(日)
ところ　こころざしのもり
　　　　（県立図書館南広場）

市報からつ　平成30年11月号19

情
報
ひ
ろ
ば



自衛官などを募集
自衛隊佐賀地方協力本部唐津出張所
☎72-8697

募集種目 受験資格 受付期間
自 衛 官
候 補 生
(男 性)

18歳以上
33歳未満
の人

通年受付

高等工科
学校生徒
(男 性)

中学校を
卒業した
(見込み含む)
17歳未満
の人

11月１日(木)
～平成31年
１月７日(月)

第８回 ｢佐賀県きこり選手権｣
(一社)佐賀県木材協会
☎0952-23-6181
　伐採技術の佐賀県ナンバーワ
ンを決定するコンクールです。
見学や木工体験もあります。
と　き　11月11日(日)�
競技種目：ところ
①伐倒競技：市有林内(七山白木)
②�丸太切り競技など：旧七山小
学校跡地(七山仁部)

※詳しくはお問い合わせください。

市交際費を公表（７月～９月）
秘書課　☎72-9114
　市交際費とは円滑な行政運営
のため、市長が市を代表して行う
外部との交際に必要な経費です。
項　目 区分 件数 金額(円)
弔　慰 今期分 7 194,400

累計 16 327,800
見　舞 今期分 0 0

累計 0 0
御　祝 今期分 0 0

累計 0 0
賛　助 今期分 1 5,400

累計 4 16,480
接　遇 今期分 6 25,956

累計 9 51,174
会　費 今期分 12 61,000

累計 42 192,500
その他 今期分 1 29,160

累計 1 29,160
合　計 今期分 27 315,916

累計 72 617,114

フリーマーケット ｢リサイ
クル夢市場｣
唐津市消費者グループ連絡協議会
(市民課市民相談室内)　☎72-9122
　資源を大切にするリサイクル
運動の一環として開催します。
と　き　11月25日(日)�10：00～15：00
ところ　ふるさと会館アルピノ
◆出店者募集
受付期間・場所（今回から変更されています)
　�11月14日(水)9：30～10：30はふるさ

と会館アルピノ(中庭広場のホール
前側)、その後は市役所市民相談室
で受付(区画が埋まるまで)

対　象　市内に住む個人かグループ
出 店品目　家庭にある品物で、
そのまま使えるもの

募集区画　63区画　※先着順
出店料　１区画1,500円
※�電話での申し込みや複数区画
の申し込みはできません。

※業者の人はご遠慮ください。

N
ナ ス バ

ASVAの交通事故被害者援
護制度
NASVA交通事故被害者ホットライン
☎0570-000-738
　NASVA�(独立行政法人自動車
事故対策機構)では、自動車事故
の被害にあった人やその家族を
支援しています。交通事故に関す
る相談窓口も案内しています。
主な支援内容
・�在宅で介護が必要になった人
への介護料の支給

・交通遺児などへの無利子貸付

佐賀県の最低賃金が762円
に上がりました
佐賀労働局労働基準部賃金室
☎0952-32-7179
　10月４日から佐賀県内の最低
賃金の時間額が737円から762
円になりました。
　特定(産業別)最低賃金は改正
の審議中ですが「陶磁器・同関連
製品製造業」は、改正されるまで
この金額が適用されます。

平成31年１月入所
職業訓練受講生募集
ポリテクセンター佐賀
☎0952-26-9516
募集科目・人数
●  機械ものづくり科　12人
●  電気設備施工科　　18人
入所日　平成31年１月８日(火)
対 　象　新たに職業に就こうとす
る求職者で、ハローワークから受
講指示か受講推薦を受けた人

受講料　無料(教科書代などは実費)
申込先　最寄りのハローワーク
申込期間　11月５日(月)～11月28日(水)
※詳しくはお問い合わせください。

はがきで地雷撤去に貢献
(一財)カンボジア地雷撤去キャン
ペーン事務局　☎092-833-7676
　書き損じはがき３枚で１㎡の地
雷原を処理できます。皆さんの温か
いご支援をよろしくお願いします。
集めている支援品
●書き損じなど未投かんのはがき
●未使用のテレホンカード�など
送 付先　(一財)カンボジア地雷
撤去キャンペーン事務局

　�〒814-0002　福岡市早良区
西新1-7-10-702

唐ワンくんサンタの利用者募集
NPO法人唐津市子育て支援情報
センター唐ワンくん事業部
☎70-2900
　事前にお預かりしたプレゼントを
唐ワンくんサンタがお届けします。
と 　 き　12月23日(日・祝)～25
日(火)　10：00～20：00

料　金　１組1,000円
定　員　先着60組
申 込方法　電話(専用ダイヤル
080-6432-2048)で申し込ん
でください。

申込日・時間
　12月１日(土)�12：00～16：00
　12月２日(日)�12：00～18：00
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田大学の商科学長に就任し、大正４年（1915）56歳
の時、早稲田大学学長になり、勲

くん

三
さん

等
とう

瑞
ずい

宝
ほう

章
しょう

を受け
ています。
　為之は、早稲田大学内では高

たか

田
た

早
さ

苗
なえ

（憲法・政治学）、
坪
つぼ

内
うち

逍
しょう

遥
よう

（芸術・文芸）、市
いち

島
しま

謙
けん

吉
きち

と並んで大学の基
礎を築いた四尊の一人に挙げられています。どちら
かといえば近寄りがたい教授でしたが、家庭では非
常に寛大で、好物は天ぷらとウナギ、酒は全く飲み
ませんでした。
　昭和９年ごろから体調がすぐれず、昭和13年

（1938）３月26日、早稲田実業学校の校長に在任し
たまま、77歳で他界します。葬儀はその３日後、多
くの生徒たちが見守る中行われました。

＜参考資料＞池尾愛子：「天野為之と「マクロ経済学」
の形成」『早稲田商学』第431号　2012年

問 生涯学習文化財課
（☎72-9171）

　明治23年（1890）、31歳で第１
回衆議院議員選挙に第２区（東松
浦・西松浦２郡）から当選しました。
しかし、続く明治25年の第２回同

選挙では、郷党会（民党）の為之と同成会（政府与党）
の川

かわ

原
はら

茂
も

輔
すけ

の争いになり、為之は政府が行った選挙干
渉によって落選し、以後政界を退きました。
　明治28年（1895）11月、町

まち

田
だ

忠
ちゅう

治
じ

（政治家）た
ちとともに「東洋経済新報」を創刊。翌年12月に経
営を引き継ぐと、町田忠治に続く第２代主幹として
社説を執筆し、主に経済教育の重要性を説きました。
　明治35年（1902）、43歳の時にこの「東洋経済新報」
から「経済学綱要」を刊行しました。先に著作した「経
済原論」は経済理論のみを記述していましたが、こ
の「経済学綱要」は「経済原論」以降に積み上げた
経済学の発展と応用を詰め込んだ書物でした。総論
の冒頭には「経済学とは財の生産、分配、交換、消
費を論ずる科学なり」と定義しています。
　この年の９月、東京専門学校から改称された早稲

「幕末維新唐津群像伝」(15)
日本経済学の先駆者：天

あ ま

野
の

為
た め

之
ゆ き

(2)

唐津今昔物語78

唐ワンくんの

◆ 今年は、大雨や台風が多かった
ですね。特に7月の豪雨災害で
は、唐津市でも初めて「特別誓
報」が発令されました。市報か
らつでは、10月号から「防災シ
リーズ」というコーナ一を設け
て、災害時に役立つ情報を掲載
しています。いつ起こるかわか
らない自然災害に日頃から備え
ておきましょう。11月号（右の
記事）では、ハザードマップに
ついて掲載していますので、ぜ
ひご覧ください。（ヤス）

　※ ハザードマップ…自然災害の
被害範囲や程度、避難経路や
避難場所などを表した地図

◆ 撮影で訪れた呼子町イカまつり
は好天に恵まれ大盛況でした。
フェイスペインティングや魚の
つかみ取りなど楽しげな子ども
たち。写真は使えなかったけど、
皆さんご協力ありがとうござい
ました。（ヨシ）

編 集 後 記
―市報からつ編集室から―

防災シリーズ ②　～地域の危険なところを確認しましょう～
　いざというときに備えて、自分が住んでいる地域の危険なところを確認し
ておきましょう。どんな危険があるのかは『ハザードマップ』で確認できます。
自宅は安全なのかを確認しましょう！
◆ 土砂災害　土砂災害が起きる可能性が高いところは、警戒区域に指定され

ています。危険度に応じてイエローゾーン、レッドゾーンに分けられてい
ます。

◆ 水害　大雨のときに、川の沿岸部など住宅に浸水する可能性が高いところ
は、洪水浸水想定区域が設定されています。

来年２月に「防災マップ」を配布します！
　市では、最新のハザードマップや災害時の対応、ふだんの備えなどがわかる
「防災マップ」を作成して、全世帯に来年２月に配布するよう準備を進めてい
ます。
　ハザードマップは、インターネットでも
確認できます。国土交通省ホームページの

「重ねるハザードマップ」をご覧ください。
問危機管理防災課（☎７２ー９２６０）

大雨や台風などの災害時は
災害情報メールで情報収集を！

スマートフォンは
こちら→

唐津市災害情報メール
スマートフォンはこちら→

登録するには…
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ボートレースからつ
第４問の答え

スマートフォン
サイト LINE@

10月号掲載≪第４問≫
最年長レーサーは何歳でしょうか。
　①56歳　②67歳　③71歳
　答えは③71歳。最年長レーサーは、
静岡支部の高

たか

塚
つか

清
せい

一
いち

選手です。ボート
レースは他のプロスポーツよりも、選
手寿命が長いスポーツなんです。

　ボートレースには選手になって６年未満の若手選手
が出場するルーキーシリーズや、45歳以上の選手が出
場するマスターズリーグなど、年代別のレースもあり
ます。ぜひボートレース場に足を運んで、老若男女が同
じレースで戦う姿を応援してください。
問ボートレース企業局　企画宣伝課
　☎77-1311

モーニングレース「朝ドキ！からつ」実施中

11月13日から6日間
「GⅢ 第19回
酒の聚

じゅ

楽
らく

太
たい

閤
こう

杯」
を開催するよ♪

◆市・県民税、固定資産税、国民健康保険税
　第６期納期限� 11月30日(金)
　口座振替日� 11月26日(月)
　夜間納税相談� 11月８日(木)
� 22日(木)
　※夜間納税相談は午後７時までです。
問税務課(☎72-9188)
◆後期高齢者医療保険料
　第６期納期限� 11月30日(金)
　口座振替日� 11月26日(月)
問保険年金課(☎72-9123)
◆介護保険料
　第６期納期限� 11月30日(金)
　口座振替日� 11月26日(月)
問高齢者支援課(☎70-0101)

納付のお知らせ

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館（☎62-4194）

● 毎週月曜日
● ３日(土・祝)、７日(水)、23日(金・祝)
※	７日(水)、23日(金・祝)は美術ホールのみ開
館します

11月  図書館の休館日

九州オルレ唐津コース
11月定例ウォーク

「戦国武将家紋 de BINGO オルレ」

問鎮西町観光案内所(☎51-1052)

☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00～12：00
取 扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明書
の交付/戸籍証明書の交付/戸籍届出受付/パス
ポートの交付/臨時運行許可証の交付
※�転入・転出などの届け出や印鑑登録・パスポー
ト申請などはできません。

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付� 月～金(祝・休日除く)� 8：30～17：00
受取時間� 月～金(祝・休日除く)�17：30～20：00
� 土･祝・休日� 9：00～12：00
受取場所　予約した本庁･各市民センターの当直室
受 け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一世
帯の人）、印鑑登録証明書（本人）
※�住民票にマイナンバーや住民票コードの記載
を希望する人は、予約時にお申し出ください。

問市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口

と　　き　11月24日(土)� 受　付　8:30
スタート　9:15� 終　了　15:00
集合場所　道の駅桃山天下市� 距　離　9.0km
参 加 料　1,800円(昼食付き)� 定　員　40人
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特
集
番
組　
　
　
番
組
編
成
の
都
合
に
よ
り
放
送
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

10月29日
～11月４日

第３回 クルーズセミナー in 唐津
講演① 「クルーズでもっと楽しい人生を」
講師：東

ひがし

山
やま

�真
まさ

明
あき

さん
　　　(マーキュリートラベル（株）�代表)
講演② 「飛鳥ⅡとJTBチャータークルーズ

碧
あお

彩
いろ

季
き

航
こう

の魅力」
講師：中

なか

島
しま

�秀
しゅう

二
じ

さん（（株）JTB仕入企画課長）
講演③ 「広島港における客船寄港状況と

受け入れの取り組みについて」
講師：織

お

田
だ

�絵
え

美
み

香
か

さん(広島県土木建築局港湾振興課)
再放送 � 平成30年度�唐津市同和問題講演会

11月５日
～11日

唐津学教室「唐津城とその支城群」
～築城ラッシュに見る唐津藩のはじまり～
講師：坂

さか

井
い

�清
きよ

春
はる

(教育委員会生涯学習文化財課)
再放送 � 第３回�クルーズセミナー�in�唐津

11月12日
～18日

「玄海の藻場をどう守り、育てるべきか？」
◆「玄海地区の藻場の現状と課題Ⅰ」
　講師：藤

ふじ

﨑
さき

�博
ひろし

さん(佐賀県玄海水産振興センター�係長)
◆「玄海地区の藻場の現状と課題Ⅱ」
　講師：新

あら

井
い

�章
しょう

吾
ご

さん(海藻研究所所長)
◆「玄海海藻類の成分分析とその可能性」
　講師：柘

つ

植
げ

�圭
けい

介
すけ

さん(佐賀県工業技術センター特別研究員)
◆意見交換会
再放送 � 唐津学教室「唐津城とその支城群」

11月19日
～25日

「唐津藩と箱館新選組」講演
◆「新選組副長　土方歳三の人となり」
　講師：土

ひじ

方
かた

�愛
めぐみ

さん(土方歳三資料館�館長)
◆「大野右仲と箱館新選組－私の新選組研究を中心として－」
講演：古

こ

賀
が

�茂
も

作
さく

さん(新選組研究家)
再放送 �「玄海の藻場をどう守り、育てるべきか？」

11月26日
～12月２日

「唐津藩と箱館新選組」トークショー
コーディネーター：黒

くろ

田
だ

�裕
ゆう

一
いち

(唐津市明治維新150年事業推進室係長)
パネラー：土方�愛さん、ミサイルマン岩

いわ

部
べ

さん
(よしもとクリエイティブ・エージェンシー)、
辻
つじ

�千
ち

恵
え

さん(学研専属モデル)、古賀�茂作さん
再放送 �「唐津藩と箱館新選組」講演

チャンネルからつ番組表（行政放送）
12チャンネルで放送中！ データ放送はリモコンdボタンを押してください
火災や大雨など災害のときはチャンネルからつでも情報をお届けしています

地上デジタル

問 市政広報課（☎72-9189）

◎�唐津市ニュースは、耳の不自由な人のため
に、文字テロップ付きで放送しています。

◎�土・日曜日は、１週間の唐津市ニュースを
まとめて放送します。

◎�都合により、番組と時間を変更して放送す
る場合があります。

今
月
の
番
組
表

時間 放送内容
お知らせ文字放送

5:30 唐津市ニュース

6:30 各課からのお知らせ

7:30 唐津市ニュース

8:30 各課からのお知らせ

9:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください

11:30 各課からのお知らせ

12:30 唐津市ニュース

13:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

15:30 各課からのお知らせ

16:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

18:30 各課からのお知らせ

19:30 唐津市ニュース

20:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

22:30 唐津市ニュース

23:30 各課からのお知らせ

0:30 唐津市ニュース

1:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください
終了後はお知らせ文字放送
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　北波多地区を明るく住みよいまちにするために、ま
た、男女共同参画のまちづくりを目指して設立された
唐津市北波多女性ネットワーク「未来」は、今年で
19年目。今では約170人もの会員を抱える大所帯に。
会員の中には、北波多地区以外の人や男性もいらっ
しゃるそうです。
　この会は、視察研修や講演会、健康セミナーなど
の開催、そしてこの会の一大イベントで毎年2月に開
催される「未来」まつりなど、年間を通してさまざ
まな活動を行っています。そのほか、北波多地区で開
催されるいろいろなイベントにも積極的に参加され、
北波多地区の旗振り役を担っています。
　皆さんがとても生き生きとされていて、取材に伺っ
た日の役員会でも活発な意見が飛び交っていました。

　会長の合
ごう

田
だ

富
ふ

士
じ

子
こ

さん（写真前列左から2人目）は
「何かと忙しい世の中で、隣の人もあまり知らないと
いう時代に、お互いが声をかけあって、みんなで地域
づくりをしていきたい。会員は随時募集しています。
北波多地区以外の人も大歓迎です。みんなで楽しく
活動しましょう！」とすてきな笑顔で話してくれま
した。この会への申し込み・問い合わせは、会長の
合田さん（☎64-2090）まで。

唐津市北波多女性ネットワーク「未来」（北波多）

北波多の人と地域が輝くみ
・

ら
・

い
・

へ

こんにちは  唐津っこ♪  11月生まれです！

選挙管理委員会からのお知らせ	 問選挙管理委員会事務局（☎72-9163）

投票所の変更 �次の投票区は、次回の選挙から投票所が変更に
なります。ご注意ください。

地区名 投票区 変更前 変更後
浜　玉 第101投票区 浜玉公民館 浜玉市民センター
七　山 第202投票区 狩川公民館 大白木公民館
相　知 第401投票区 相知交流文化

センター
相知浦の川スポーツ
センター

肥　前 第602投票区 高串保育所 肥前町老人憩の家
第606投票区 切木保育所 切木農漁民センター

※ 西新興町にお住まいの人は、投票所が「長松公民館」から
　「唐津市役所」に変更になります。

　投票日当日に仕事や旅行などで選挙に
行けない人は、期日前投票ができます。
期日前投票所
◆市役所本庁
◆各市民センター
　（北波多は
　�北波多公民館）

　市報からつ１月号に掲載する唐津っ
こ（１月生まれの未就学児）の写真を
募集します（最大３件）。募集期間は
11月１日（木）～20日（火）で、応募多
数の場合は抽せんです（掲載により抽
せん結果を発表します）。
　お子さんの写真（9MB以内）と①
お子さんのお名前（ふりがな）②年齢
③生年月日④性別⑤お子さんへのメッ
セージ（30字以内）⑥保護者の氏名、
住所、電話番号を次のメールアドレス
に送信してください。

kouhou@city.karatsu.lg.jp
＊	写真は原則、お子さんが１人で写り、
頭全体が写ったもので、応募から２
か月以内に撮影した加工前のもの

＊	必要事項の記入もれがある場合は受
け付けできません。ご注意ください。

＊掲載できるのは、１人１回です。
問市政広報課（☎72-9189）

上
う え

園
ぞ の

 あいりちゃん
（原）

(H29.11.9生  1歳)
１歳おめでとう♪ステキ
な女の子になってね☆

牛
う し

草
ぐ さ

 唯
い

千
ち

夏
か

ちゃん
（浜玉町浜崎）

(H29.11.9生  1歳)
お誕生日おめでとう☆こ
れからも素

す

敵
てき

な笑顔たく
さん見せてね！

吉
よ し

田
だ

 早
さ

那
な

ちゃん
（鏡）

(H28.11.16生  2歳）
さなお誕生日おめでと
う！いつもニコニコ幸せ
いっぱいありがとう♪

がんばっています⑲

投票日に投票所に行けない！
そんなときは「期日前投票制度」
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